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「
入
学
し
た
学
生
を
一
番
の
ば
す
」大
学
に

報
道
関
係
者
を
招
き
、
懇
談
・
交
流
会
開
く

　

「
２
０
１
０
年
度
報
道
関
係

者
と
の
懇
談
会
」（
広
報
室
主

催
）
が
６
月
24
日
、
中
央
大
学

駿
河
台
記
念
館
で
開
か
れ
た
。

　

懇
談
会
は
、
中
央
大
学
の
近

況
、
取
り
組
み
・
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
報
道
関
係
者
に
広

報
す
る
と
と
も
に
、
広
く
情
報

交
換
し
、
親
睦
を
深
め
よ
う
と

い
う
趣
旨
で
毎
年
開
か
れ
て
お

り
、
こ
の
日
は
招
待
状
を
送
付

し
た
報
道
関
係
各
社
の
中
か
ら
、

約
１
０
０
人
が
出
席
。
大
学
側

か
ら
は
、
久
野
修
慈
理
事
長
、

永
井
和
之
総
長
・
学
長
は
じ
め

常
任
理
事
、
副
学
長
、
各
学
部

長
ら
約
20
人
が
出
席
し
、
懇
談

会
と
交
流
会
の
二
部
構
成
で
行

わ
れ
た
。

　

第
一
部
の
懇
談
会
で
は
、
ま

ず
久
野
理
事
長
が
挨
拶
に
立
ち
、

「
中
央
大
学
が
創
立
１
２
５
周

年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え

ら
れ
た
の
は
、
強
い
生
命
力
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
強
調
。

そ
し
て
、「
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
で
生
き
抜
く
た
め
に
も
学

生
に
は
強
い
生
命
力
を
身
に
つ

け
て
欲
し
い
」
と
語
っ
た
。

　

続
い
て
永
井
総
長
・
学
長
が

「
中
央
大
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

つ
い
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や

ビ
デ
オ
を
用
い
て
説
明
。「
中

央
大
学
は
、
入
学
し
た
学
生
を

の
ば
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、

そ
の
た
め
に
「
大
学
１
年
生
の

基
礎
教
育
の
向
上
」
を
図
っ
て

い
く
考
え
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
基
礎
教
育
を
通
し
て

自
分
の
将
来
を
も
う
一
度
見
つ

め
直
し
、
入
学
し
た
学
部
・
学

科
の
科
目
に
プ
ラ
ス
し
て
自
分

の
関
心
・
興
味
を
持
っ
た
テ
ー

マ
に
応
え
る
た
め
に
学
部
を
超

え
た
教
育
の
場
と
し
て
Ｆ
Ｌ
Ｐ

を
提
供
し
て
い
る
こ
と
を
説
明

し
、
学
部
横
断
的
な
教
育
態
勢

の
意
義
を
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の

国
際
化
に
遅
れ
を
と
ら
な
い

た
め
に
、
今
年
４
月
か
ら
総

合
政
策
学
部
でChallenger’s 
Program

（
全
て
の
授
業
を
英

語
で
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
理
工
学
部
で
は

学
会
で
通
用
す
る
語
学
力
の
修

得
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と

を
説
明
。
ま
た
、
外
国
へ
留
学

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
、
外

国
人
留
学
生
と
日
本
人
学
生
が

混
在
す
る
教
育
の
場
と
し
て
の

国
際
寮
を
確
保
す
る
計
画
を
明

ら
か
に
し
、
さ
ら
に
創
立
１
２

５
周
年
を
記
念
し
て
多
摩
キ
ャ

ン
パ
ス
に「
21
世
紀
館（
仮
称
）」

を
建
設
す
る
計
画
も
紹
介
し
た
。

　

最
後
に
永
井
総
長
・
学
長
は

「
中
央
大
学
は
『
行
動
す
る
知

性
』
を
も
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も

突
き
進
ん
で
い
き
た
い
」
と
述

べ
、
説
明
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

続
く
質
疑
応
答
で
は
、
報
道

関
係
者
か
ら
「
学
生
を
一
番
の

ば
す
大
学
に
し
て
い
き
た
い
と

あ
っ
た
が
、
ど
こ
で
そ
の
結
果

を
は
か
る
の
か
？
」
と
い
う
質

問
に
対
し
、
永
井
総
長
・
学
長

は
「
大
学
４
年
間
に
悔
い
は
な

い
と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
基

準
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。

　

第
一
部
終
了
後
は
、
会
場
を

移
し
て
第
二
部
の
交
流
会
が
行

わ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
、
報
道
関
係
者
と
大
学
関
係

者
が
歓
談
、
親
睦
を
深
め
た
。

（
学
生
記
者　

梶
彩
夏
＝
文
学

部
１
年
）

中央大学のビジョンを説明する永井総長・学長
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留
学
生
と
学
員
と
の
国
際
交
流
の
集
い

約
４
０
０
名
が
楽
し
く
、
賑
や
か
に
歓
談

　

中
央
大
学
で
学
ぶ
留
学
生
と

中
大
卒
業
生
の
学
員
と
の
国
際

交
流
の
集
い
が
６
月
26
日
、
都

内
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

（
私
学
会
館
）
で
開
か
れ
た
。

毎
年
恒
例
の
集
い
で
、
迎
え
て

今
回
は
22
回
。
約
２
５
０
名
の

留
学
生
が
参
加
し
、
学
員
と
合

わ
せ
て
約
４
０
０
名
が
和
や
か

に
交
流
し
た
。

　

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
武

方
直
己
さ
ん
（
86
年
卒
）
の
司

会
で
は
じ
ま
っ
た
集
い
は
、
冒

頭
、
遠
藤
一
義
実
行
委
員
長
が

開
会
を
宣
言
。
続
い
て
『
白
門

46
会
』
の
増
田
晃
次
郎
支
部
長

が
、「
『
２
０
１
０
白
門　

友

愛
・YO

U
 &
 I 

』
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
参
加
者
一
人
一

人
が
心
を
通
わ
せ
合
っ
て
、
中

大
に
学
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え

る
よ
う
な
会
に
し
て
ほ
し
い
」

と
挨
拶
し
た
。

　

次
に
永
井
和
之
総
長
・
学
長

が
「
中
大
の
新
校
舎
の
市
ヶ
谷

田
町
ビ
ル
が
見
え
る
す
ば
ら
し

い
場
所
で
こ
の
よ
う
な
会
が
開

か
れ
、
関
係
者
の
み
な
さ
ま
に

感
謝
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
あ

と
、
外
国
人
留
学
生
会
代
表
の

中
国
か
ら
の
留
学
生
、
谷
澤
豊

さ
ん
が
「
私
は
中
大
に
入
っ
て

２
年
目
で
、
去
年
も
こ
の
会
に

参
加
し
、
先
輩
た
ち
に
会
っ
て

勉
強
に
な
っ
た
。
心
を
開
い
て

話
し
合
う
こ
と
が
で
き
た
ら
、

留
学
生
に
と
っ
て
良
い
こ
と
で

す
」
と
交
流
を
歓
迎
す
る
挨
拶

を
し
た
。

　

来
賓
が
紹
介
さ
れ
た
後
、
中

央
大
学
学
員
会
会
長
で
も
あ
る

久
野
修
慈
理
事
長
が
、「
お
互

い
に
理
解
し
て
発
展
し
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
。
楽
し
く
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
、

会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

　

こ
の
あ
と
乾
杯
の
音
頭
で
、

懇
親
・
懇
談
・
交
流
の
会
に
移

行
。
広
い
会
場
の
テ
ー
ブ
ル
に

は
、
盛
り
沢
山
の
さ
ま
ざ
ま
な

料
理
が
並
び
、
各
国
の
音
楽
が

流
れ
る
な
か
で
、
学
員
が
留
学

生
を
囲
む
輪
が
あ
ち
こ
ち
に
で

き
、
交
流
が
広
が
っ
た
。

　

『
白
門
46
会
』
の
会
員
が
座

長
を
務
め
る
『
村
松
一
座
』
に

よ
る
三
味
線
や
踊
り
、
民
謡
の

余
興
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
会

は
賑
や
か
に
進
む
う
ち
に
、
音

響
機
器
な
ど
の
豪
華
賞
品
が
用

意
さ
れ
た
大
抽
選
会
に
移
る
と
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

楽
し
い
会
も
終
盤
に
な
っ
て
、

韓
国
か
ら
の
留
学
生
、
黄
太
垠

さ
ん
が
留
学
生
を
代
表
し
て
お

礼
の
挨
拶
に
立
ち
、「
た
く
さ

ん
の
留
学
生
が
集
ま
る
場
を

作
っ
て
い
た
だ
い
て
、
う
れ
し

い
で
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
た
。

　

最
後
に
、
中
央
大
学
応
援
歌

に
続
い
て
、
参
加
者
全
員
が
肩

を
組
ん
で『
惜
別
の
歌
』を
歌
い
、

会
場
に
ひ
と
つ
の
大
き
な
交
流

の
輪
が
で
き
た
。『
白
門
46
会
』

の
半
澤
勉
幹
事
長
の
閉
会
の
挨

拶
で
、
名
残
惜
し
そ
う
に
会
を

閉
じ
た
。

（
学
生
記
者　

野
崎
み
ゆ
き
＝

法
学
部
３
年
）

賑やかに行われた国際交流の集い
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国
際
学
術
会
議
でS

IL
V
E
R
 A
W
A
R
D

を
受
賞

理
工
学
研
究
科
博
士
３
年
の
橋
本
奈
緒
美
さ
ん

　

理
工
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
応
用
化
学
専
攻
３
年
の
橋
本

奈
緒
美
さ
ん
（
田
中
研
究
室
）

が
、
６
月
29
日
か
ら
７
月
１
日

ま
で
ス
イ
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル

グ
で
開
か
れ
た
学
術
国
際
会
議

でSILVER AW
ARD

を
受
賞

し
た
。

　

こ
の
賞
は
国
際
的
な
学
会
で

の
学
生
賞
銀
賞
に
相
当
す
る
。

受
賞
し
た
研
究
は
「
レ
ー
ザ
ー

ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
法
由
来
ナ
ノ

マ
ー
カ
ー
の
ス
ペ
ー
サ
ー
に
よ

る
影
響
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
二
本
鎖
の
う
ち
の
１
本

を
金
属
ナ
ノ
粒
子
に
固
定
す
る

と
い
う
内
容
。
こ
れ
を
用
い
れ

ば
、
固
定
す
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
塩
基

配
列
と
一
致
す
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
み

を
選
択
的
に
収
集
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
固
定
す
る
手
法
と
し

て
、
橋
本
さ
ん
は
留
学
先
の
ド

イ
ツ
で
学
ん
だ
レ
ー
ザ
ー
技
術

を
用
い
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
留
学
先
で

行
っ
た
研
究
の
成
果
だ
。
だ
が
、

橋
本
さ
ん
は
「
留
学
し
た
最
初

の
２
、
３
カ
月
は
研
究
室
の
メ

ン
バ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
苦
労
し
た
」
と
い
う
。

「
は
じ
め
は
、
メ
ン
バ
ー
か
ら

の
技
術
的
な
指
示
が
理
解
で
き

な
く
て
も
、
後
か
ら
自
分
で
解

決
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
考
え
で

し
た
が
、
指
示
と
は
違
う
こ
と

を
し
て
し
ま
い
、
相
手
に
不
機

嫌
に
な
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
」。

　

そ
れ
で
考
え
を
変
え
た
。「
分

か
ら
な
い
事
は
分
か
る
ま
で
聞

く
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ド
イ
ツ

で
は
日
本
と
違
っ
て
、
黙
っ
て

い
る
と
理
解
し
た
と
思
わ
れ
ま

す
」。
そ
れ
か
ら
は
、
細
か
い

指
示
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
研
究
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

研
究
室
に
は
世
界
中
か
ら
同

世
代
の
留
学
生
が
来
て
い
た
。

「
同
じ
年
齢
な
の
に
、
円
滑
に

英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
っ
て
、
バ
リ
バ
リ
研
究
し

て
い
る
。
そ
の
姿
に
刺
激
を
受

け
た
」
と
い
う
。

　

留
学
中
、
研
究
以
外
で
も
苦

労
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

「
財
布
を
な
く
し
た
」の
だ
。「
３

週
間
後
に
戻
っ
て
来
ま
し
た
が
、

そ
れ
ま
で
の
間
は
現
地
で
知
り

合
っ
た
日
本
人
に
助
け
て
も
ら

い
ま
し
た
。
こ
の
頃
が
精
神
的

に
一
番
辛
い
時
期
で
し
た
が
、

お
陰
で
研
究
室
内
で
は
財
布
を

な
く
し
た
人
と
し
て
有
名
に
な

り
ま
し
た
」
と
苦
笑
い
す
る
。

　

そ
の
後
は
ド
イ
ツ
で
の
生
活

に
も
慣
れ
、
研
究
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
た
。「
半
年
間
の

留
学
で
し
た
が
や
は
り
短
く
、

１
年
は
い
た
か
っ
た
」
と
唯
一
、

期
間
の
短
さ
が
心
残
り
で
、
帰

国
後
も
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
と

は
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
。

　

橋
本
さ
ん
は
大
学
院
卒
業
後

は
研
究
者
と
し
て
生
き
て
い
く

決
意
で
い
る
。
安
定
し
た
終
身

雇
用
で
は
な
い
、
実
力
が
問
わ

れ
る
厳
し
い
世
界
だ
。「
ド
イ

ツ
へ
の
留
学
に
よ
っ
て
日
本
で

は
で
き
な
い
経
験
を
積
み
、
辛

い
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、
大
き

く
成
長
で
き
た
」
と
い
う
橋
本

さ
ん
は
、
今
回
の
受
賞
が
大
き

な
自
信
に
つ
な
が
っ
た
に
違
い

な
い
。

（
学
生
記
者　

小
室
靖
明
＝
理

工
学
研
究
科
１
年
）

受賞に笑顔があふれる橋本さん（中央）
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元
法
学
部
教
授
で
、
現
在
、

国
際
海
洋
法
裁
判
所
の
判
事
を

務
め
ら
れ
て
い
る
柳
井
俊
二
先

生
の
講
演
会
（
法
学
部
主
催
）

が
７
月
13
日
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ

ス
８
号
館
の
教
室
で
行
わ
れ
た
。

講
演
テ
ー
マ
は
「
海
の
紛
争
と

国
際
裁
判
」
で
、
会
場
と
な
っ

た
大
教
室
は
将
来
、
国
際
機
関

で
仕
事
す
る
こ
と
を
目
指
す
学

生
を
は
じ
め
、
国
際
法
に
関
心

の
あ
る
多
く
の
学
生
で
埋
ま
っ

た
。

　

柳
井
先
生
は
東
大
法
学
部
卒

後
、
外
務
省
に
入
省
、
条
約
局

長
、
総
合
外
交
政
策
局
長
、
外

務
審
議
官
な
ど
を
歴
任
後
、
外

務
次
官
に
就
任
、
そ
の
後
、
駐

米
大
使
を
務
め
ら
れ
た
。
退
官

後
は
本
学
法
学
部
・
法
科
大
学

院
教
授
（
２
０
０
２
〜
２
０
０

７
年
）
と
し
て
教
鞭
に
立
た
れ

２
０
０
５
年
か
ら
は
国
際
海
洋

法
裁
判
所
判
事
の
職
に
あ
る
。

　

講
演
は
、
海
の
領
域
国
連
海

洋
法
条
約
と
紛
争
解
決
手
続
き

国
際
司
法
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
）、

国
際
海
洋
法
裁
判
所
（
Ｉ
Ｔ
Ｌ

Ｏ
Ｓ
）、
仲
裁
裁
判
所
の
共
通

点
と
相
違
点―

な
ど
に
つ
い
て
、

ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て
、
柳
井

先
生
の
豊
富
な
体
験
と
事
例
を

交
え
な
が
ら
、
進
め
ら
れ
た
。

　

ま
ず
海
の
領
域
に
つ
い
て
、

「
私
が
学
生
だ
っ
た
頃
は
内
水
、

領
海
（
３
海
里
）、
そ
し
て
公

海
の
３
種
類
し
か
な
か
っ
た
」

と
柳
井
先
生
。
昔
、
領
海
の
幅

は「
大
砲
で
管
理
で
き
る
範
囲
」

と
し
て
国
際
慣
習
法
上
３
海
里

に
定
め
ら
れ
た
と
い
う
。

　

そ
れ
が
１
９
５
８
年
に
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
国
連
海
洋
法
条
約
が
採

択
さ
れ
、
内
水
、
領
海
、
接
続

水
域
、
大
陸
棚
（
原
則
水
深
２

０
０
ｍ
ま
で
）、
公
海
に
海
の

領
域
が
成
文
化
さ
れ
た
。
そ
の

際
、
領
海
の
幅
を
広
げ
る
動
き

が
強
く
な
っ
た
も
の
の
、
具
体

的
な
幅
が
合
意
で
き
な
か
っ
た

た
め
「
漁
業
紛
争
な
ど
が
多
発

す
る
よ
う
に
な
っ
た
」。
さ
ら

に
１
９
８
２
年
の
国
連
海
洋
法

条
約
で
、
内
水―

領
海
（
12
海

里
）―

接
続
水
域
（
領
海
か
ら

12
海
里
ま
で
）―

国
際
海
峡―

群
島
水
域―

排
他
的
経
済
水
域

（
基
線
か
ら
２
０
０
海
里
）―

大
陸
棚―

公
海
と
な
り
、
海
の

領
域
に
対
す
る
国
家
の
管
轄
権

が
広
が
っ
た
。
そ
の
外
側
の
深

海
底
と
そ
の
資
源
は
、「
人
類

の
共
同
の
財
産
」
と
し
て
国
際

的
に
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

そ
の
結
果
、
海
洋
資
源
や
船

舶
航
行
な
ど
を
め
ぐ
る
「
海
の

国
際
紛
争
が
多
く
な
り
、
今
日

に
至
っ
て
い
る
」
と
柳
井
先
生

は
解
説
し
た
。

　

紛
争
が
起
き
、
当
事
者
間
の

交
渉
や
調
停
で
解
決
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
に
付
託
さ
れ
る
の

が
、
国
際
海
洋
法
裁
判
所
（
Ｉ

Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
）、
国
際
司
法
裁
判

所
（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
）、仲
裁
裁
判
所
だ
。

裁
判
所
へ
の
付
託
は
、
原
則
と

し
て
紛
争
当
事
者
間
の
合
意
が

基
本
に
な
る
。 

　

３
つ
の
裁
判
所
は
、
法
的
に

拘
束
す
る
判
決
・
判
断
を
だ
す

こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
は
共
通

し
て
い
る
が
、
相
違
点
も
あ
る
。

　

例
え
ば
Ｉ
Ｃ
Ｊ
と
Ｉ
Ｔ
Ｌ
Ｏ

Ｓ
は
任
期
９
年
の
裁
判
官
で
構

成
さ
れ
る
常
設
の
司
法
機
関
で

あ
る
の
に
対
し
仲
裁
裁
判
所

は
、
仲
裁
人
の
選
任
に
つ
い
て

紛
争
当
事
国
間
の
合
意
を
必
要

と
す
る
の
で
、
紛
争
当
事
国
の

意
向
が
反
映
さ
れ
や
す
い
と
い

う
長
所
は
あ
る
が
、
裁
判
の
開

始
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
。
ま

た
、
仲
裁
人
へ
の
謝
礼
が
必
要

に
な
る
。「
Ｉ
Ｃ
Ｊ
、
Ｉ
Ｔ
Ｌ

Ｏ
Ｓ
は
任
期
が
長
い
の
で
比
較

的
裁
判
の
一
貫
性
が
保
た
れ
や

す
い
」
と
柳
井
先
生
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｊ
と
Ｉ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
の
主

な
違
い
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
付
託
さ

れ
る
国
際
紛
争
に
つ
い
て
限
定

は
な
く
、
国
際
連
合
の
主
要
な

司
法
機
関
で
あ
る
の
に
対
し
、

講演する柳井俊二先生

「
海
の
紛
争
と
国
際
裁
判
」を
テ
ー
マ
に

柳
井
俊
二
・
国
際
海
洋
法
裁
判
所
判
事
が
講
演
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世
界
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
２
０
０ｍ
で
金
メ
ダ
ル

飯
塚
翔
太
さ
ん（
法
１
）が
日
本
人
初
の
快
挙

　

陸
上
競
技
部
の
飯
塚
翔
太
さ

ん（
法
学
部
１
年
）が
、カ
ナ
ダ
・

モ
ン
ク
ト
ン
で
開
か
れ
た
世
界

ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
選
手
権
大

会
（
７
月
19
日
〜
25
日
）
の
男

子
２
０
０
ｍ
決
勝
で
、
20
秒
67

の
記
録
で
優
勝
し
た
。
同
大
会

で
の
男
子
日
本
人
選
手
の
優
勝

は
初
め
て
で
、
個
人
種
目
で
は

シ
ニ
ア
も
含
め
て
日
本
短
距
離

界
初
の
世
界
一
と
い
う
快
挙
だ
。

　

「
重
圧
を
感
じ
る
こ
と
は
、

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
よ
り
も
５
月
に
静
岡
（
国

際
陸
上
競
技
大
会
）
で
自
己
新

記
録
（
20
秒
58
）
を
出
せ
た
こ

と
で
、
メ
ダ
ル
を
視
野
に
入
れ

る
意
気
込
み
が
生
ま
れ
ま
し
た

ね
。
そ
の
結
果
思
っ
た
通
り
の

レ
ー
ス
を
展
開
で
き
ま
し
た
」

　

飯
塚
さ
ん
は
、
偉
業
を
飾
っ

た
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
を
こ
う

振
り
返
る
。
予
選
、
準
決
勝
と

も
余
裕
の
レ
ー
ス
で
突
破
し
た

飯
塚
さ
ん
は
、
ア
ジ
ア
人
と
し

て
唯
一
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
と

し
て
臨
ん
だ
７
月
23
日
の
決
勝

で
も
２
位
以
下
に
差
を
つ
け
、

余
裕
で
ゴ
ー
ル
を
切
っ
た
。

　

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
で
日
本

人
初
の
金
メ

ダ
ル
に
輝
い

た
ル
ー
キ
ー

に
、
マ
ス
コ

ミ
が
つ
け
た

呼
称
が
『
和

製
ボ
ル
ト
』。

１
０
０
ｍ
、

２
０
０
ｍ
の

世
界
記
録
保

持
者
で
あ
る

ジ
ャ
マ
イ
カ

の
英
雄
、
ボ

ル
ト
選
手
の

冠
が
つ
け
ら

れ
た
の
だ
か

ら
、
飯
塚
さ
ん
は
一
躍
将
来
を

嘱
望
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

飯
塚
さ
ん
は
、
高
校
３
年
の

頃
か
ら
、
今
回
の
世
界
ジ
ュ
ニ

ア
に
照
準
を
合
わ
せ
た
練
習
計

画
を
立
て
、
練
習
に
取
り
組
ん

で
き
た
と
い
う
。
そ
の
甲
斐

あ
っ
て
、
今
春
の
中
央
大
学
入

学
後
、
様
々
な
タ
イ
ト
ル
を
手

中
に
収
め
て
い
っ
た
。
５
月
３

日
に
行
わ
れ
た
静
岡
国
際
陸
上

競
技
大
会
の
２
０
０
ｍ
で
、
日小栗監督 ( 右）と金メダルを掲げる飯塚さん

Ｉ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
は

国
連
海
洋
法
条

約
の
下
で
設
立

さ
れ
た
司
法
機

関
で
は
あ
る
が
、

国
連
と
は
独
立

し
た
司
法
機
関

と
な
っ
て
い
る
。

　

柳
井
先
生
が

務
め
ら
れ
て
い

る
Ｉ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｓ

は
、
ま
っ
た
く

国
籍
の
違
う
21

人
の
判
事
で
構

成
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。「
な

に
よ
り
文
化
が

違
う
こ
と
が
お
も
し
ろ
い
で
す
。

宗
教
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
よ
く

み
ん
な
で
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、

い
っ
し
ょ
に
食
事
を
し
た
り
し

ま
す
。
し
か
し
、
い
ざ
裁
判
と

な
る
と
全
員
裁
判
官
の
顔
に
な

り
ま
す
」
と
柳
井
先
生
は
自
ら

の
体
験
を
交
え
て
、
国
際
色
豊

か
な
Ｉ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
を
紹
介
し
た
。

　

講
演
で
は
、
最
後
に
質
問
の

時
間
が
と
ら
れ
、
柳
井
先
生
は

学
生
か
ら
の
北
方
領
土
や
東
シ

ナ
海
の
資
源
問
題
な
ど
の
質
問

に
、
丁
寧
に
答
え
ら
れ
て
い
た
。

（
学
生
記
者　

豊
福
三
晃
＝
文

学
部
２
年
）

柳井先生の講演会場は学生で埋まった
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本
ジ
ュ
ニ
ア
歴
代
３
位
、
今

シ
ー
ズ
ン
ト
ッ
プ
の
記
録
の
20

秒
58
で
優
勝
。
５
月
22
日
の
関

東
イ
ン
カ
レ
４
×
１
０
０
ｍ
リ

レ
ー
で
は
中
大
の
ア
ン
カ
ー
と

し
て
出
場
し
、
38
秒
54
の
日
本

学
生
記
録
で
優
勝
。
翌
23
日
に

は
、
２
０
０
ｍ
で
優
勝
し
た
。

　

飯
塚
さ
ん
は
６
月
の
日
本
陸

上
選
手
権
の
参
加
標
準
記
録
を

突
破
し
て
い
た
が
、
あ
え
て
出

場
を
見
送
り
、
的
を
絞
っ
て
い

た
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
に
臨
ん

だ
の
だ
っ
た
。
世
界
ジ
ュ
ニ
ア

に
は
、
中
大
か
ら
飯
塚
さ
ん
の

他
に
女
部
田
亮
さ
ん
（
法
１
）、

木
村
淳
さ
ん
（
法
１
）
が
出
場
、

中
大
陸
上
競
技
部
の
小
栗
忠
監

督
が
日
本
選
手
団
コ
ー
チ
と
し

て
派
遣
さ
れ
た
。

　

飯
塚
さ
ん
は
身
長
１
８
４
㎝
、

体
重
78
㎏
と
、
ボ
ル
ト
選
手
の

１
９
６
㎝
、
95
㎏
に
は
さ
す
が

見
劣
り
す
る
も
の
の
、
体
格
は

外
国
人
選
手
に
も
引
け
を
取
ら

な
い
。「
外
国
人
の
選
手
と
の

体
格
、
体
力
に
お
い
て
は
違
い

が
沢
山
あ
る
。
し
か
し
自
分
は

自
分
に
し
か
な
い
能
力
が
あ
る

の
だ
か
ら
、
不
利
だ
な
ど
と
は

特
に
思
わ
な
い
」
と
飯
塚
さ
ん

は
力
強
く
語
る
。

　

勿
論
、
ま
だ
ま
だ
課
題
は
あ

る
。
小
栗
監
督
は
飯
塚
さ
ん
の

課
題
に
つ
い
て
、「
今
の
課
題

は
体
幹
を
鍛
え
る
こ
と
で
す
ね
。

体
幹
が
弱
い
の
で
、
今
後
は
腹

筋
回
り
の
筋
力
づ
く
り
を
重
点

に
置
い
た
方
が
い
い
」
と
指
摘
。

「
弱
点
の
改
善
は
勿
論
だ
け
れ

ど
、
彼
に
は
長
所
を
上
手
く
伸

ば
す
形
で
成
長
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。
勝
負
は
こ
れ
か
ら

で
す
ね
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い

る
。

　

飯
塚
さ
ん
が
目
指
す
の
は
２

年
後
の
ロ
ン
ド
ン
・
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
だ
。「
来
年
の
８
月
に

世
界
陸
上
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま

ず
は
こ
の
大
会
で
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
の
た
め
の
標
準
記
録
を

超
え
た
い
」
と
次
の
目
標
に
向

け
、
研
鑽
の
毎
日
が
続
く
。　

（
学
生
記
者　

山
下
緑
＝
総
合

政
策
学
部
１
年
）

硬
式
野
球
部
・
澤
村
拓
一
さ
ん（
商
４
）が

読
売
巨
人
軍
入
団
へ

　

硬
式
野
球
部
の
澤
村
拓
一
投

手
（
商
学
部
４
年
）
が
10
月
28

日
の
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議

で
、
読
売
巨
人
軍
に
１
位
で
指

名
さ
れ
、「
本
当
に
光
栄
に
思
う
。

心
か
ら
嬉
し
い
で
す
」
と
巨
人

軍
入
り
を
表
明
し
た
。
澤
村
投

手
は
、
巨
人
軍
以
外
に
は
指
名

さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
入
団
が

事
実
上
確
定
し
た
。

　

こ
の
日
、
澤
村
投
手
は
、
多

摩
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｃ
ス
ク
エ
ア
に

設
け
ら
れ
た
記
者
会
見
場
で
、

多
く
の
報
道
陣
と
チ
ー
ム
メ
イ

ト
ら
が
見
守
る
中
で
、
運
命
の

時
を
待
っ
た
。
待
つ
間
、
何
度

も
ネ
ク
タ
イ
に
触
り
、
落
ち
着

き
が
な
い
。
緊
張
で
口
が
渇
く

の
だ
ろ
う
。

水
を
ご
く
り

と
飲
ん
だ
。

　

午
後
５
時
、 

各
球
団
に
よ

る
１
位
指
名 

が
進
み
、「
読

売
、
澤
村
投

手
」
の
コ
ー

ル
。
憧
れ
て

い
た
意
中

の
球
団
だ
。

ち
ょ
っ
と
目 

を
つ
ぶ
り
、

目
を
開
け
た
澤
村
投
手
は
、
小

さ
く
に
っ
こ
り
。
そ
し
て
、
涙

を
何
度
も
手
で
ぬ
ぐ
っ
た
。
巨

人
軍
以
外
か
ら
の
指
名
が
な

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
と
、
今

度
は
白
い
歯
を
の
ぞ
か
せ
て
、

表
情
を
崩
し
た
。

　

記
者
会
見
で
澤
村
投
手
は
、

「
阿
部
（
慎
之
助
捕
手
）、
亀

井
（
義
行
外
野
手
）
両
Ｏ
Ｂ
と

同
じ
よ
う
に
活
躍
し
た
い
」
と

早
く
も
巨
人
軍
で
活
躍
す
る
こ

と
に
想
い
を
馳
せ
た
。
高
橋
善

正
監
督
に
は
「
あ
り
が
と
う
の

言
葉
し
か
み
つ
か
ら
な
い
」
と

感
謝
し
、
希
望
す
る
背
番
号
を

問
わ
れ
、
大
学
と
同
じ
「
18
番

で
す
」
と
き
っ
ぱ
り
。

　

「
二
桁
勝
て
る
ピ
ッ
チ
ャ
ー

に
な
る
」
と
決
意
を
示
し
た
澤

村
投
手
は
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
に

胴
上
げ
さ
れ
、
よ
う
や
く
笑
顔

が
は
じ
け
た
。 

（
編
集
室
）

肩車される澤村投手
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本
学
と
学
校
法
人
横
浜
山
手
女
子
学
園
が
合
併

中
・
高
・
大
一
貫
教
育
校
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト

　

学
校
法
人
中
央
大
学
と
学
校

法
人
横
浜
山
手
女
子
学
園
が
10

月
１
日
、
法
人
合
併
し
、
同
日
、

横
浜
市
の
横
浜
山
手

中
学
・
高
等
学
校
体

育
館
で
合
併
式
が
行

わ
れ
た
。
合
併
に
伴

い
、
中
央
大
学
横
浜

山
手
中
学
校
・
高
等

学
校
（
今
年
４
月
に

名
称
変
更
済
み
）
は
、

中
央
大
学
の
附
属
学

校
と
し
て
再
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。

　

合
併
式
に
は
、
中

央
大
学
か
ら
久
野
修

慈
理
事
長
、
永
井
和

之
総
長
・
学
長
は
じ

め
理
事
、
職
員
幹
部

ら
が
出
席
。
横
浜
山

手
女
子
学
園
か
ら
は
、

渡
邊
順
生
学
園
長
ら

創
立
者
一
族
、
そ
れ

に
中
学
、
高
校
の
全
生
徒
、
父

兄
、
卒
業
生
ら
が
出
席
し
た
。

　

君
が
代
斉
唱
の
あ
と
、
式
辞

に
立
っ
た
久
野
理
事
長
は
、
横

浜
山
手
女
子
学
園
の
１
０
２
年

の
歴
史
に
触
れ
、「
中
央
大
学

は
そ
の
伝
統
を

守
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

神
奈
川
県
一
の
中

学
、
高
校
を
目
指

し
、
そ
れ
を
達
成

す
る
覚
悟
で
す
」

と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
永
井
総

長
・
学
長
が
、『
実

地
應
用
の
素
を
養

う
』
と
い
う
中
央

大
学
の
建
学
の
精

神
は
社
会
的
課
題

に
こ
た
え
る
人
材

を
育
て
る
こ
と
に

あ
る
、
と
紹
介
し

た
う
え
で
、「
中

大
の
建
学
の
精
神

を
ミ
ッ
ク
ス
し

て
、
自
分
た
ち
の
心
の
中
に
素

晴
ら
し
い
も
の
を
つ
く
り
出
し

て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
な

ど
と
述
べ
て
、
合
併
に
よ
る
同

中
学
・
高
等
学
校
の
発
展
を
祈

念
し
た
。

　

こ
の
あ
と
創
立
者
一
族
を
代

表
し
て
渡
邊
学
園
長
が
、「
希

望
に
満
ち
た
新
し
い
歩
み
を
は

じ
め
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
、

大
変
喜
ば
し
い
」
と
祝
辞
。
中

川
緑
羽
杖
会
（
同

窓
会
）
会
長
、
前

冨
里
弘
美
奨
学
会

（
同
窓
会
）
会
長

の
来
賓
挨
拶
に
続

き
、
生
徒
会
会
長

の
李
楚
蕾
さ
ん
が
、

「
歴
史
が
永
遠
に

続
く
よ
う
に
努
力

し
、
中
大
の
発
展

に
さ
ら
に
努
力
を

し
て
い
く
こ
と
を

誓
い
ま
す
」
と
生

徒
を
代
表
し
て
誓

い
の
言
葉
を
述
べ

た
。

　

久
野
理
事
長
か

ら
、
創
立
者
一
族
に
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
、
校
旗
（
学
園
旗
）

が
学
園
か
ら
中
央
大
学
に
引
き

継
が
れ
、
最
後
に
学
園
の
校
歌
、

中
央
大
学
校
歌
を
斉
唱
し
て
、

合
併
式
を
閉
じ
た
。

　

合
併
式
終
了
後
、
横
浜
市
内

の
ホ
テ
ル
に
場
所
を
移
し
て
、

合
併
記
念
祝
賀
会
が
盛
大
に
開

か
れ
た
。 

（
編
集
室
）

校旗（学園旗）が中央大学（右側）に手渡された




